
メタル設備の未利用芯線のコスト負担についてメタル設備の未利用芯線のコスト負担について

■ NTT東西のメタル加入者回線には ①その全区間がメタル設備のものと ②地下区間（上部区間）に光ファイバ設備を用いて局外■ NTT東西のメタル加入者回線には、①その全区間がメタル設備のものと、②地下区間（上部区間）に光ファイバ設備を用いて局外
RTに収容されているものの２種類が存在する。（それぞれのコスト負担の範囲は下図のとおり。）
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※ 各比率はNTT東日本のもの
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ル未利用芯線は、全区間
メタル設備の回線コスト（青
い点線）として計上

き線点

メタル未
利用芯線
（地下）

上
部
）
区
間

い点線）として計上。

【今回のコスト配賦見直し】
上部区間における当該メタき線点

地
上
（
下

局外ＲＴ

メタル未
利用芯線

上部区間における当該メタ
ル未利用芯線について、
下部区間におけるコスト配
賦方法と同様、局外ＲＴに
収容されている加入者回下
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ドライカッパ回線

収容されている加入者回
線も応分に負担（赤い点線
に計上）。

間

①全区間メタル設備の回線 ②地上区間のみメタル設備の回線
（地下は光ファイバ設備）９２％

ドライカッパ回線

→青点線がコスト範囲 →赤点線がコスト範囲
８％


